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○ 

農
業
近
代
化
資
金
融
通
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
三
百
四
十
六
号
） 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 

改

正

案 

現

行 

 
 

（
農
業
者
等
） 

第
一
条 

農
業
近
代
化
資
金
融
通
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項
第
四
号
の
政
令
で
定
め
る
団
体
又
は
法
人

は
、
次
に
掲
げ
る
団
体
又
は
法
人
と
す
る
。 

（
農
業
者
等
） 

第
一
条 

農
業
近
代
化
資
金
融
通
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項
第
四
号
の
政
令
で
定
め
る
団
体
又
は
法
人

は
、
次
に
掲
げ
る
団
体
又
は
法
人
と
す
る
。 

一
～
四 

（
略
） 

五 

農
産
物
を
原
料
又
は
材
料
と
し
て
使
用
す
る
製
造
又
は
加
工
の
事
業
、
農

産
物
の
保
管
、
運
搬
、
販
売
そ
の
他
の
流
通
に
関
す
る
事
業
、
農
業
生
産
に

必
要
な
資
材
の
製
造
の
事
業
、
農
作
業
の
受
託
の
事
業
そ
の
他
の
農
業
の
振

興
に
資
す
る
事
業
（
第
八
号
及
び
第
九
号
に
お
い
て
「
農
業
振
興
事
業
」
と

い
う
。
）
を
主
た
る
事
業
と
し
て
行
う
事
業
協
同
組
合
（
法
第
二
条
第
一
項

第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
が
そ
の
組
合
の
議
決
権
の
過
半
数
を

有
し
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
、
事
業
協
同
小
組
合
（
同
項
第
一
号
に
掲
げ

る
者
が
そ
の
組
合
の
議
決
権
の
過
半
数
を
有
し
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
及

び
協
同
組
合
連
合
会
（
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
者
が
そ
の
連
合

会
の
議
決
権
の
過
半
数
を
有
し
て
い
る
も
の
に
限
る
。
） 

六
・
七 

（
略
） 

一
～
四 

（
略
） 

五 

農
産
物
を
原
料
又
は
材
料
と
し
て
使
用
す
る
製
造
又
は
加
工
の
事
業
、
農

産
物
の
保
管
、
運
搬
、
販
売
そ
の
他
の
流
通
に
関
す
る
事
業
、
農
業
生
産
に

必
要
な
資
材
の
製
造
の
事
業
、
農
作
業
の
受
託
の
事
業
そ
の
他
の
農
業
の
振

興
に
資
す
る
事
業
（
第
八
号
に
お
い
て
「
農
業
振
興
事
業
」
と
い
う
。
）
を

主
た
る
事
業
と
し
て
行
う
事
業
協
同
組
合
（
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
か
ら

第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
が
そ
の
組
合
の
議
決
権
の
過
半
数
を
有
し
て
い
る

も
の
に
限
る
。
）
、
事
業
協
同
小
組
合
（
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
が
そ
の

組
合
の
議
決
権
の
過
半
数
を
有
し
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
及
び
協
同
組
合

連
合
会
（
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
者
が
そ
の
連
合
会
の
議
決
権

の
過
半
数
を
有
し
て
い
る
も
の
に
限
る
。
） 

六
・
七 

（
略
） 

八 

農
業
振
興
事
業
を
主
た
る
事
業
と
し
て
営
む
株
式
会
社
で
あ
つ
て
、
法
第

二
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
又
は
農
林
中
央
金
庫
が

総
株
主
の
議
決
権
（
地
方
公
共
団
体
が
有
す
る
議
決
権
及
び
株
主
総
会
に
お

い
て
決
議
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
の
全
部
に
つ
き
議
決
権
を
行
使
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
株
式
に
つ
い
て
の
議
決
権
を
除
き
、
会
社
法
（
平
成
十
七

八 
農
業
振
興
事
業
を
主
た
る
事
業
と
し
て
営
む
株
式
会
社
及
び
持
分
会
社

（
会
社
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
五
百
七
十
五
条
第
一
項
に

規
定
す
る
持
分
会
社
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
三
条
第
一
号
に
お
い
て

同
じ
。
）
で
あ
つ
て
、
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ

る
者
が
、
株
式
会
社
に
あ
つ
て
は
総
株
主
の
議
決
権
（
地
方
公
共
団
体
が
有



 

 

2 

年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
八
百
七
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
議
決
権
を

有
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
株
式
に
つ
い
て
の
議
決
権
を
含
む
。
）
の
過
半

数
を
有
し
て
い
る
も
の 

   

九 

農
業
振
興
事
業
を
主
た
る
事
業
と
し
て
営
む
持
分
会
社
（
会
社
法
第
五
百

七
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
持
分
会
社
を
い
う
。
第
三
条
第
一
号
に
お
い

て
同
じ
。
）
で
あ
つ
て
、
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲

げ
る
者
が
業
務
を
執
行
す
る
社
員
の
過
半
を
占
め
て
い
る
も
の 

す
る
議
決
権
及
び
株
主
総
会
に
お
い
て
決
議
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
の

全
部
に
つ
き
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
株
式
に
つ
い
て
の
議
決

権
を
除
き
、
会
社
法
第
八
百
七
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
議
決
権
を
有

す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
株
式
に
つ
い
て
の
議
決
権
を
含
む
。
）
の
過
半
数

を
有
し
て
い
る
も
の
、
持
分
会
社
に
あ
つ
て
は
業
務
を
執
行
す
る
社
員
の
過

半
を
占
め
て
い
る
も
の 

（
新
設
） 

十 

（
略
） 

 

九 

（
略
） 

（
農
業
近
代
化
資
金
の
種
類
、
償
還
期
限
及
び
据
置
期
間
） 

第
二
条 

法
第
二
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
資
金
は
、
同
条
第
一
項
第
一
号
か

ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
、
第
一
条
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る

者
、
同
条
第
七
号
に
掲
げ
る
者
（
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で

に
掲
げ
る
者
が
、
一
般
社
団
法
人
に
あ
つ
て
は
総
社
員
の
議
決
権
の
過
半
数
を

有
し
、
一
般
財
団
法
人
に
あ
つ
て
は
基
本
財
産
の
額
の
過
半
を
拠
出
し
て
い
る

も
の
（
以
下
「
農
業
者
関
係
一
般
社
団
法
人
等
」
と
い
う
。
）
に
限
る
。
）
、

第
一
条
第
八
号
若
し
く
は
第
九
号
に
掲
げ
る
者
又
は
同
条
第
十
号
に
掲
げ
る
団

体
に
貸
し
付
け
ら
れ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
次
の
表
の
資
金
の
種
類
の
欄
に
掲
げ

る
と
お
り
と
し
、
同
条
第
七
号
に
掲
げ
る
者
（
農
業
者
関
係
一
般
社
団
法
人
等

を
除
く
。
）
に
貸
し
付
け
ら
れ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
同
欄
に
掲
げ
る
資
金
の
う

ち
専
ら
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
が
利
用
し
、

か
つ
、
農
林
水
産
大
臣
が
農
業
経
営
の
近
代
化
に
特
に
資
す
る
と
認
め
る
事
業

（
農
業
近
代
化
資
金
の
種
類
、
償
還
期
限
及
び
据
置
期
間
） 

第
二
条 

法
第
二
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
資
金
は
、
同
条
第
一
項
第
一
号
か

ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
、
第
一
条
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る

者
、
同
条
第
七
号
に
掲
げ
る
者
（
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で

に
掲
げ
る
者
が
、
一
般
社
団
法
人
に
あ
つ
て
は
総
社
員
の
議
決
権
の
過
半
数
を

有
し
、
一
般
財
団
法
人
に
あ
つ
て
は
基
本
財
産
の
額
の
過
半
を
拠
出
し
て
い
る

も
の
（
以
下
「
農
業
者
関
係
一
般
社
団
法
人
等
」
と
い
う
。
）
に
限
る
。
）
、

第
一
条
第
八
号
に
掲
げ
る
者
又
は
同
条
第
九
号
に
掲
げ
る
団
体
に
貸
し
付
け
ら

れ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
次
の
表
の
資
金
の
種
類
の
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
と
し
、

同
条
第
七
号
に
掲
げ
る
者
（
農
業
者
関
係
一
般
社
団
法
人
等
を
除
く
。
）
に
貸

し
付
け
ら
れ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
同
欄
に
掲
げ
る
資
金
の
う
ち
専
ら
法
第
二
条

第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
が
利
用
し
、
か
つ
、
農
林
水
産

大
臣
が
農
業
経
営
の
近
代
化
に
特
に
資
す
る
と
認
め
る
事
業
に
必
要
な
も
の
と



 

 

3 

に
必
要
な
も
の
と
し
、
同
条
第
三
項
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
期
限
及
び
同
項

第
三
号
の
政
令
で
定
め
る
期
間
は
、
当
該
資
金
の
種
類
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
、

同
表
の
償
還
期
限
及
び
据
置
期
間
の
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。 

し
、
同
条
第
三
項
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
期
限
及
び
同
項
第
三
号
の
政
令
で

定
め
る
期
間
は
、
当
該
資
金
の
種
類
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
、
同
表
の
償
還
期
限

及
び
据
置
期
間
の
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
同
表
の
資
金
の
種

類
の
欄
に
掲
げ
る
資
金
（
同
表
の
第
六
号
に
掲
げ
る
資
金
を
除
く
。
）
の
二
以

上
の
種
類
の
も
の
を
同
時
に
貸
し
付
け
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
貸
付
資
金
に
つ

い
て
は
、
同
項
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
期
限
は
そ
の
貸
付
資
金
の
種
類
の
う

ち
同
表
の
償
還
期
限
の
欄
に
掲
げ
る
期
間
の
最
も
長
い
も
の
に
係
る
当
該
期
間

と
す
る
。 

資
金
の
種
類 

償
還
期
限 

据
置
期
間 

一 

（
略
） 

               

二
十
年 

               

（
略
）                

資
金
の
種
類 

償
還
期
限 

据
置
期
間 

一 

（
略
） 

               

十
五
年 

（
農
業
経
営
基
盤
強
化

促
進
法
（
昭
和
五
十
五

年
法
律
第
六
十
五
号
）

第
十
四
条
の
五
第
一
項

に
規
定
す
る
認
定
就
農

者
が
同
条
第
二
項
に
規

定
す
る
認
定
就
農
計
画

に
従
つ
て
同
法
第
十
四

条
の
四
第
二
項
第
三
号

の
措
置
を
行
う
の
に
必

要
な
も
の
（
以
下
こ
の

表
に
お
い
て
「
特
定
資

金
」
と
い
う
。
）
に
あ

つ
て
は
十
八
年
、
法
第

二
条
第
一
項
第
二
号
か

（
略
）                



 

 

4 

       

 
 

二 

（
略
） 

 

二
十
年    

（
略
） 

三 

（
略
） 

二
十
年 

（
略
） 

四 

（
略
） 

二
十
年 

（
略
） 

五 

（
略
） 
二
十
年 

（
略
） 

六 

診
療
施
設
そ
の
他
の
農
村

に
お
け
る
環
境
の
整
備
の
た

め
に
必
要
な
施
設
で
あ
っ
て

農
林
水
産
大
臣
の
定
め
る
も

の
の
改
良
、
造
成
又
は
取
得

に
要
す
る
資
金
（
法
第
二
条

第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号

ま
で
に
掲
げ
る
者
に
貸
し
付

け
ら
れ
る
も
の
に
限
る
。
） 

（
略
） 

（
略
） 

七 

（
略
） 

二
十
年 

（
略
） 

 

 

ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ

る
者
（
以
下
こ
の
表
に

お
い
て
「
農
業
協
同
組

合
等
」
と
総
称
す
る
。

）
に
貸
し
付
け
ら
れ
る

も
の
に
あ
つ
て
は
二
十

年
） 

 

二 

（
略
） 

十
五
年 

（
特
定
資
金
に
あ
つ
て

は
、
十
八
年
。
以
下
同

じ
。
） 

（
略
） 

三 

（
略
） 

十
五
年 

（
略
） 

四 

（
略
） 

十
五
年 

（
略
） 

五 

（
略
） 

十
五
年 

（
略
） 

六 

診
療
施
設
そ
の
他
の
農
村

に
お
け
る
環
境
の
整
備
の
た

め
に
必
要
な
施
設
で
あ
つ
て

農
林
水
産
大
臣
の
定
め
る
も

の
の
改
良
、
造
成
又
は
取
得

に
要
す
る
資
金
（
農
業
協
同

組
合
等
に
貸
し
付
け
ら
れ
る

も
の
に
限
る
。
） 

 

（
略
） 

（
略
） 

七 

（
略
） 

十
五
年 

（
略
） 

 

 
 



 

 

5 

第
四
条 

法
第
二
条
第
三
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
額
は
、
二
億
円
と
す
る
。 

第
四
条 

法
第
二
条
第
三
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
額
は
、
千
八
百
万
円
と
す

る
。 
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○ 

東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に
関
す
る
法
律
の
農
林
水
産
省
関
係
規
定
の
施
行
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
三
年
政
令
第
百

三
十
二
号
）
（
附
則
第
二
項
関
係
） 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 

改

正

案 

現

行 

 
 

（
農
業
近
代
化
資
金
融
通
法
の
特
例
） 

第
三
条 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

３ 

法
第
百
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
農
業
近
代
化
資
金
融
通
法
（
昭
和
三
十
六
年

法
律
第
二
百
二
号
）
第
二
条
第
三
項
第
二
号
及
び
第
三
号
の
規
定
を
読
み
替
え

て
適
用
す
る
場
合
に
お
け
る
農
業
近
代
化
資
金
融
通
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六

年
政
令
第
三
百
四
十
六
号
）
第
二
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
の
表

の
償
還
期
限
の
欄
中
「
二
十
年
」
と
あ
る
の
は
「
二
十
三
年
」
と
、
「
五
年
」

と
あ
る
の
は
「
八
年
」
と
、
同
表
の
据
置
期
間
の
欄
中
「
七
年
」
と
あ
る
の
は

「
十
年
」
と
、
「
三
年
」
と
あ
る
の
は
「
六
年
」
と
す
る
。 

（
農
業
近
代
化
資
金
融
通
法
の
特
例
） 

第
三
条 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

３ 

法
第
百
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
農
業
近
代
化
資
金
融
通
法
（
昭
和
三
十
六
年

法
律
第
二
百
二
号
）
第
二
条
第
三
項
第
二
号
及
び
第
三
号
の
規
定
を
読
み
替
え

て
適
用
す
る
場
合
に
お
け
る
農
業
近
代
化
資
金
融
通
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六

年
政
令
第
三
百
四
十
六
号
）
第
二
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
の
表

の
償
還
期
限
の
欄
中
「
十
五
年
」
と
あ
る
の
は
「
十
八
年
」
と
、
「
十
八
年
」

と
あ
る
の
は
「
二
十
一
年
」
と
、
「
二
十
年
」
と
あ
る
の
は
「
二
十
三
年
」

と
、
「
五
年
」
と
あ
る
の
は
「
八
年
」
と
、
同
表
の
据
置
期
間
の
欄
中
「
七

年
」
と
あ
る
の
は
「
十
年
」
と
、
「
三
年
」
と
あ
る
の
は
「
六
年
」
と
す
る
。 

 
 


	○　農業近代化資金融通法施行令（昭和三十六年政令第三百四十六号）
	○　東日本大震災に対処するための特別の財政援助及び助成に関する法律の農林水産省関係規定の施行等に関する政令（平成二十三年政令第百三十二号）（附則第二項関係）

